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図2ディフンタ層群の層序と堆積環境
(KirklandeiaL,2000より）
－
図1メキシコ北部コアウイラ州の恐竜化石産地
の位置(Kirklandeia/.,2000を改変）
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分されている。海成脳との境界には海岸堆職
物である砂樹脳がはさまれ、これが、断雄状
の地形を形成し、遠方からでも胴（累臓)ll'lj
の境界がよく確認できる。海成臓からは、ア
ンモナイトやイノセラムスなどが雌出するた
め、｜|*代はこれらに基づいて決定されているご
恐竜化石を最も多く函t.しているのは、ディ
フンタ隔群最下部の、セロデルプエブ口屑で
ある。この屑の最下部には、砂髄の沿岸成唯
職物があり、ここから外洋班境を示唆する雌
脊椎動物が特徴的に産出する。しかし、この
ような海成層の中にも恐竜のものと考えられ
る大きな骨の破片が含まれている。木屑A二部
は、上方w¥粒化を呈する、汽水成棚地堆積物
からなる。恐竜化石はこの層の全休にわたっ
て数層準から産出する。また、海生軟体動物
も最下部をll'心として、釧層|準から産出する霊
水屑の地質II寺代は血oceramusvanu範e"zz
Mockand1lydcnや助'henodiscuspleaﾉ･osePZα
(Conrad)などの産出や古地磁気屑序から、
カンパニアン最後期だと考えられている。
セロデルプエブロ層の上位にかさなる、セ
ロフエルタ層(CerrolluertaFormation)
は、模式地で978mの層厚がある。赤色及び
緑色の泥岩層が卓越し、レンズ状に砂岩層が
はさまれる。砂岩層の下部にはしばしば偽牒
が含まれている。このような岩相は、櫛11船層
群_上部層のものときわめてよく似ている。産
出化石は、珪化木、エMill藻などが主なもので
ある。恐竜化石も狭在される砂岩l爵から産出
しているが、断片的で、戯も多くない。
3．リンコンコロラド(RinconColorado)
の恐竜化石産地
巡検2日目に訪れたリンコンコロラドは、
この地域の主要な恐竜化石産地である。この
付近一柵には、ディフンタ屑群セロデルプエ
ブ口屑が分布している。
主要道路から化石産地のある丘陵地淵に入っ
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図3リンコンコロラド古生物博物館
たところに小さい展示館がある（図3)oこ
こには、部分骨格や皮噛痕などの恐竜化石に
加え、付近で産出する貝化石なども展示され
ている。展示の解説は詳しくなかったので、
脈かなことはわからないが、カンパニアンー
マストリヒアンのPteﾉ．｡〃増｡"jαと思われる
三側貝も展示されていたO
この付近一帯は、所々にサボテンなどがは
えているものの、地層がよく蝿出しており、
屑序や地質柵造もたいへん把握しやすいO例
えば、3つの層（累層）の層序|災I係が一望〒
き、その'1'に発達する衝上断臓などもよく見
える（図4)o詳細な地形図を手に入れるこ
とができなかったので、正碓な面積は把握秀
きていないが、感覚的には、御船mi市街地か
ら飯'1仙にかけて、すべて足下に地層が露出
していて、平坦地から山間部までルートに関
図4リンコンコロラド付近。
手前は、セロデルプエブロ層、遠方の山に霊
上位の2層が重なる。また、2本の衝上断層
も見える。
図5リンコンコロラドでのハドロサウルス類至
発掘
係なく踏査が可能な状態といったところであ
る。このような状況を見ると、日本のような
露頭条件の悪い場所で地質を調べることの雌
しさを再認識させられる。
巡検中に実際に確認できた化石は、イノセ
ラムス、カキ、汽水～浅海生の貝ｲ妬、球果、
カメ類、“ワニ類''、恐竜類である。海生、
汽水～浅海生、陸成の化石群集が繰り返し出
現するが、それぞれの動物群集が混在して､
るような産状は認められなかった。しかし、
図6リンコンコロラドの獣脚類足跡化石
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図7コアウイラ砂漠博物館
恐竜化石は、骨の断片程度のものであれば、
どの層準にも含まれているo汽水生の小型の
二枚貝や巻貝の密集層やカキの自生状態の密
集層はもっとも顕著で、捌国準で確認されるO
赤色層は全くはさまれていない｡また、比較
的下位層準に，イノセラムスが多産する傾向
がある。このような地質状況は御船層群の下
部層とよく似ている。
脊椎動物化石については、ふたつの産状が
確認できたoここでは露頭から洗い出された
ものしか見ることができなかったが、ひとつ
は、カメ類の甲羅の破片や恐竜の四肢骨の一
部などを産出するものであるoもうひとつは、
やや遊離しているが、明らかにI司一個体分の
カモノハシ竜（ハドロサウルス類）の大型の
骨格を産するものである（図5)o骨が実際
に含まれている部分には、上-ドの層準に豊富
に見られる貝化石は含まれていない。中国四
川省の自貢（田村、1997．熊本地学会誌No.
図8発掘調査後の野外展示
115)のように、骨化石が互いに重なり合う
状態ではないが、同一層準にある程度同一個
体のものが集中し、それが点在している。
このような、同一個体の大型の恐竜の骨が
ある程度集中している産状を示すものと、小
型の断片化した骨化石が密集して産出するも
のでは、異なった堆積環境が考えられる。後
者はマイクロサイトと呼ばれるが、このよう
な化石層が形成される原因のひとつとして、
流水が作用しておこる吹き分けによる骨の集
積が考えられている。御船町の天君ダム付近
の恐竜化石産地に見られる骨化石密集層は、
典型的なマイクロサイトと見なすことができ
る。
リンコンコロラドでは、恐竜の足跡化石も
多数発見されている。対称リップルの発達し
た層理面には、明瞭な行跡が見られる（図6)。
マッドクラックが発達していないことから、
干上がるような環境にはなかったと考えられ
る。恐竜は、波静かな水辺を歩いたのだろう。
4．コアウイラ砂漠博物館と野外展示
サルティーヨにあるコアウイラ砂漠博物館
は、砂漠の自然と人々との関わりをテーマと
した博物館である（図7)o大がかりな装置
は多くないが、近代的な展示で、子どもたち
が遊べる（簡単な作業ができる）スペースが
展示室内に確保してあり、教育普及活動にも
力を入れていることが伺えるO
恐竜展示の規模はそれほど大きくないが、
展示室から、ガラス越しにラボが見学できる
ようになっていて、恐竜化石研究をより身近
に感じさせる工夫がなされているO今のとこ
ろ、この地域の恐竜化石が十分に展示に活か
されていないが、今後の調査が進めば、いず
れは、この地域のすばらしい恐竜化石コレク
ションが展示されることになるであろう。
また、リンコンコロラドの恐竜発掘が終了
したサイトには、セメントを使って、骨化石
の産状が復元されており、見学できるように
なっている（図8)。周辺には、まだ未発掘
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と思われる恐竜の骨化石が地層から洗い出さ
れて散点しており、この付近に旺胎されてい
る恐竜化石の豊富さを物語っている。
5．おわりに
脊椎動物化石の産地には、l皿程度～数
10mの断片的な化石が数多く産出する、いわ
ゆるマイクロサイトと呼ばれるものがある。
これには、多種類の動物化石が混在する。こ
のような化石層が形成される理由として、ラ
グ堆積物としての骨の集積が考えられている。
一般的に恐竜化石は、陸成層から豊富に産
出するが、中には、この地域のように汽水～
浅海成の地層から多く産出する場合もあるこ
とがわかった。三重県鳥羽市の海岸（松尾層
群、汽水成層）から産出した竜脚類化石もこ
のような例のひとつであろう。
今後、完全に近い大型恐竜化石が、熊本の
中生界、御船層群下部層、川口層、八代層な
どの汽水～浅海成層から発見されることもあ
るかもしれない。
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